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　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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松原二丁目

学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針
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新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の対応について

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l

小倉南区「ガクアジサイ」

　2019年12月に中国で端を発した新型コロナウイルス感
染症は、急激な勢いで世界中に拡大しました。当院も早期
に当該感染症によるクラスターを経験することとなり、対応
に大変苦慮したことが思い出されます。その節は、患者、患
者家族にも多大なるご迷惑をおかけしました。その後はで
きる限りの感染対策を暗中模索し、大きなクラスターの発
生には至っておりません。これも皆様のご助力の賜物と考
えております。
　2023年5月8日、新型コロナウイルス感染症は、新型イン
フルエンザ等感染症から、5類感染症の定点報告疾患に移
行しました。これに伴い、法に基づく外出自粛要請等がなく
なり、感染対策の実施は、個人・事業者の判断が基準とな
りました。しかし、今回の移行は、感染症が終息したことに
よるものではなく、感染力や重症度から変更となったもの
であり、新型コロナウイルス感染症対策が不要となったわ
けではありません。新型コロナウイルスによる様々な制約、
ストレスからの解放を希望する気持ちも確かにあるのです
が、病院では、一定の感染対策を継続する必要があります。
個人の判断となったマスク着用についても、高齢者等重症
化リスクの高い者への感染を防ぐため、病院や高齢者施設
等ではマスク着用が推奨されています。手指衛生や日頃の
換気等についても継続が必要とされています。
　その中、当院では、少しでも制約を軽くすることが出来な
いか、検討を重ね、早期に面会を一部再開するなどの取り
組みを行っているところです。すべてを新型コロナウイルス

拡大前にもどすことはできないのですが、一つ一つを見直
しながら、新型コロナウイルス感染症に負けない病院運営
を行ってまいりますので、今後ともご協力よろしくお願いし
ます。 （安全感染管理室 ）

きむら内科クリニック
かかりつけ医36

2023年度 医療連携会
医療連携室

手術室看護師のお仕事
手術室

新型コロナウイルス感染症の
５類感染症移行後の対応について
安全感染管理室

カテーテルアブレーション
内科医長・救急科部長　冨永尚樹

心房細動に対する新たな治療スタンダード！



　

心
房
細
動
は
最
も
あ
り
ふ
れ
た

不
整
脈
の
一
つ
で
す
が
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
と
同
じ
く
、
心
房
細
動

は
心
不
全
・
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・

認
知
症
・
生
命
予
後（
寿
命
）に
悪

い
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
加
齢
に
伴
い
増
加
す
る
病
気

で
、
あ
る
統
計
で
は
そ
の
有
病
率

は
50
代
で
は
１
％
未
満
で
す
が
80

代
以
上
で
は
10
％
を
超
え
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

心
房
細
動
は
頻
脈（
脈
が
速
す
ぎ

る
）も
徐
脈（
脈
が
遅
す
ぎ
る
）も

来
し
得
ま
す
。
心
房
細
動
で
も
多

く
の
方
は
無
症
状
で
す
が
、
動
悸

や
失
神
、
心
不
全
に
よ
る
症
状（
息

切
れ
・
む
く
み
）を
自
覚
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
長
く
続
く
と
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
が
必
要
に
な
る
可
能

性
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

人
類
を
含
め
た
哺
乳
類
の
心
臓

は
高
度
に
発
達
し
て
お
り
、
効
率

的
に
血
液
と
酸
素
を
送
る
た
め
に

４
つ
の
部
屋（
左
心
房
・
左
心
室
・

右
心
房
・
右
心
室
）に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

　

心
室
が
実
際
に
全
身
に
血
液
を

送
る
役
割
を
持
ち
ま
す
。
心
房
は

心
室
が
収
縮
し
て
い
る
間
に
全
身

か
ら
の
血
液
を
受
け
取
っ
て
、
心

室
が
拡
張
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
血

液
を
送
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
心

室
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
あ
た
か
も
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の

よ
う
で
、
心
臓
機
能
の
約
20
％
に

寄
与
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
心

房
細
動
は
こ
の
心
房
が
痙
攣
し
て

い
る
状
態
で
実
質
的
に
は
ほ
ぼ
動

い
て
い
な
い
の
と
同
じ
状
態
で
す
。

　

心
房
は
複
雑
な
形
を
し
て
い
ま

す
。
心
房
細
動
で
は
こ
の
心
房
が

動
い
て
い
な
い
た
め
、
澱
み
が
生

じ
て
血
栓
が
で
き
ま
す
。
心
房
細

動
が
あ
る
人
は
、
な
い
人
と
比
べ

て
約
６
倍
脳
梗
塞
の
危
険
性
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
心
房

細
動
に
よ
る
脳
梗
塞
は
他
と
比
較

し
て
重
症
化
し
や
す
く
、
１
年
後

に
死
亡
し
て
い
る
人
と
重
度
の
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
人
を
合
わ
せ

る
と
50
％
を
超
え
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
C
H
A
D
S
２
ス

コ
ア
と
い
う
も
の
に
し
た
が
っ
て

適
切
に
抗
凝
固
薬（
血
液
サ
ラ
サ
ラ

の
薬
）を
内
服
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
一
時
的
に
心
房
細
動
に
な
る

「
発
作
性
心
房
細
動
」と
、
ず
っ
と

心
房
細
動
に
な
っ
て
い
る「
慢
性
心

房
細
動
」と
で
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
は

変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頻
脈
時
や
徐
脈
時
の
治
療
と
抗

凝
固
薬
で
心
房
細
動
の
治
療
は
ほ

ぼ
終
わ
り
、
と
い
う
時
代
が
長
く

続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
心
房
細
動
で
は
な
い
状
態

に
す
る
治
療
は
な
い
の
か
と
思
わ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
C
A
と
抗
不

整
脈
薬
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
こ
の
お
薬
で
の
治
療
は
あ
ま
り

有
効
で
は
な
い
こ
と
が
多
い
上
に
、

副
作
用
に
よ
っ
て
あ
ま
り
良
い
結

果
を
残
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
う
一
方
の
C
A
は
1
9
8
0

年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

心
房
細
動
に
対
し
て
は
成
功
率
が

50
％
程
度
と
あ
ま
り
振
る
わ
な
い

結
果
で
し
た
。
そ
の
た
め
自
覚
症

状
が
あ
り
、
苦
し
ん
で
い
る
場
合

で
な
い
限
り
、
心
房
細
動
自
体
は

そ
の
ま
ま
に
抗
凝
固
薬
の
み
を
使

用
し
て
き
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
は
現
在
で
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
３
D
マ
ッ
ピ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
技
術
を
用

い
る
こ
と
で
術
式
の
成
功
率
は

90
％
程
度
ま
で
向
上
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
合
併
症
も
大
き
く
減
っ
て

い
ま
す
。

　

車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ナ

ビ
は
地
球
の
周
り
に
あ
る
人
工
衛

星
を
利
用
し
て
、
そ
の
車
の
地
球

上
で
の
位
置
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
事
前
に
判
明
し
て
い
る
地

図
情
報
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
の

で
す
。

　

３
D
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は

体
表
面
に
磁
気
シ
ー
ル
を
貼
り
、

事
前
の
心
臓
C
T
と
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
体
の
中
で
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
の
カ
ー
ナ
ビ
を
作
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

当
院
で
は
世
界
中
で
最
も
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
る
C
A
R
T
O
®

３
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
治
療
に

臨
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
無

症
状
の
心
房
細
動
の
方
に
対
し
て

も
C
A
を
行
う
こ
と
で
、
寿
命
を

改
善
さ
せ
る（
心
血
管
死
、脳
卒
中
、

心
不
全
や
急
性
冠
症
候
群
に
よ
る

入
院
の
複
合
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
に

有
意
差
）こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
心
臓
の
収
縮
力
が
落
ち

た
方
に
C
A
を
行
う
と
収
縮
力
が

あ
る
程
度
改
善
す
る
こ
と
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
心
房
細
動
は
長
く
続
く
と

伸
び
き
っ
た
ゴ
ム
風
船
の
よ
う
に

ど
ん
ど
ん
機
能
を
失
い
、
元
に
戻

り
に
く
く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
進
行
性
の
病
気
で
す
。
見
つ

け
た
ら
早
め
に
C
A
を
行
っ
た
方

が
心
臓
の
機
能
が
改
善
し
や
す
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
概
ね
手
術
時
間
２
〜

３
時
間
、
入
院
日
数
３
泊
４
日
で

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
科
外

来
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
房
細
動
に
対
す
る
新
た
な
治
療
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
！

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

心房細動週間ウェブサイトより引用

心房細動

正　常

心
房
細
動
っ
て
？

脳
梗
塞
と
の

関
連
に
つい
て

根
本
的
治
療

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン

（
C
A
）に
つい
て

心
房
の
役
割
に
つい
て

治療方法（肺静脈隔離術）

カテーテル

高周波通電

やけどができる

熱の発生

電
極

やけどを作る場所

肺静脈
はいじょうみゃく

心房中隔
しんぼうちゅうかく

左心房

左心房

左心室

右心房

右心室

●日本内科学会認定医
●日本麻酔科学会麻酔科認定医
●麻酔科標榜医
●日本DMAT隊員
●日本DMATインストラクター
●日本心血管インターベンション治療認定医
●福岡救急医学会評議員
●認定病院総合診療医
●日本救急医学会専門医
●日本循環器学会専門医
●リードレスペースメーカー実施医

冨永 尚樹
内科医長・救急科部長

所属学会・資格

ジョンソン・エンド・ジョンソン社製
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器
械
そ
の
も
の
も
日
進
月
歩
で

進
化
し
て
お
り
、
最
新
の
知
識
を
吸

収
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
術
の
進
行
は
術
式
や
患
者
さ

ん
の
状
態
な
ど
に
よ
り
左
右
さ
れ

る
た
め
、
い
か
な
る
状
況
に
も
対
応

で
き
る
冷
静
沈
着
な
精
神
と
、
そ
の

裏
付
け
と
な
る
確
か
な
ス
キ
ル
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

器
械
出
し
担
当
の
看
護
師
が
も

た
つ
い
て
し
ま
う
と
、
手
術
の
進
行

が
妨
げ
ら
れ
、
結
果
的
に
患
者
さ
ん

の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
先
回
り
し
て
正
確
に
動

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
術
式
に
関
す

る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
医
師
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
で
す
。

　

当
院
の
手
術
室
は
看
護
師
が
21

名
在
籍
し
て
お
り
、
手
術
室
５
部

屋
で
９
つ
の
科
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
の
手
術
室
は
、
日
勤
の
み

で
日
祝
日
は
休
み
の
た
め
比
較
的

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
確
保

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、

24
時
間
3
6
5
日
緊
急
手
術
に
対

応
し
て
お
り
、
夜
間
帯
は
３
名
の

看
護
師
の
オ
ン
コ
ー
ル
制
を
と
っ

て
い
る
た
め
緊
急
手
術
に
備
え
て

急
な
呼
び
出
し
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
完
全
に
気
を
抜
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
オ
ン
コ
ー
ル
は
１
人

あ
た
り
月
に
６
回
か
ら
７
回
あ
り

ま
す
。

　

手
術
室
で
は
緊
張
状
態
の
ま
ま

長
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
い
る
こ

と
も
多
く
、
身
体
的
に
も
精
神
的

に
も
負
担
の
大
き
な
現
場
で
す
。

　

一
方
で
、
特
定
の
診
療
科
に
限

定
さ
れ
な
い
知
識
や
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
よ
く
手
術
を
終
え
ら
れ
た
と
き

の
充
実
感
な
ど
、
手
術
室
看
護
師

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

手術室看護師 お仕事の

器
械
出
し
看
護
の
役
割

●
手
術
の
様
子
を
う
か
が
い
な

が
ら
執
刀
医
が
必
要
と
す
る

器
械
を
素
早
く
、
か
つ
正
確

に
手
渡
し
、
手
術
を
直
接
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

●
あ
ら
ゆ
る
器
械
の
使
用
方
法

を
学
習
す
る
。

●
術
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
術
後
の
ケ
ア
を
通
し
て
患

者
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く
。

●
器
械
出
し
以
外
の
部
分
で
手

術
の
円
滑
な
進
行
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

●
術
前
の
麻
酔
物
品
や
輸
液
ラ

イ
ン
の
準
備
、
術
中
・
術
後

の
記
録
、看
護
計
画
の
立
案
。

●
手
術
前
に
は
患
者
さ
ん
の
も

と
へ
訪
問
し
、
患
者
さ
ん
の

状
態
を
把
握
し
た
上
で
手
術

に
関
す
る
質
問
の
受
け
答
え

や
手
術
に
不
安
を
抱
え
る
患

者
さ
ん
の
精
神
面
の
ケ
ア
を

行
う
。

●
手
術
直
前
に
は
、
必
要
な
医

療
機
器
や
薬
品
を
用
意
す
る

ほ
か
、
病
棟
勤
務
の
看
護
師

か
ら
の
申
し
送
り
を
も
と
に

患
者
さ
ん
の
状
態
を
再
確

認
。
手
術
中
は
患
者
さ
ん
の

全
身
を
観
察
し
、
物
品
の
補

外
回
り
看
護
師
の
役
割
　

　

専
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い

て
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
や
麻
酔
導
入
ま
で
の
流
れ
を
説

明
し
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
の
要

望
等
も
伺
い
ま
す
。
例
え
ば
、
寒

が
り
な
の
で
寒
く
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
、
好
き
な
音
楽
を
か
け

て
ほ
し
い
等
で
す
。
手
術
内
容
に

よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
対
応

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

●
手
術
前
日
に
担
当
看
護
師
が

病
室
ま
で
訪
問
す
る
。

術
前
訪
問

術
後
訪
問

●
手
術
後
２
日
目
ま
た
は
３
日

　

手
術
室
看
護
師
の
主
な
仕
事
は
器

械
出
し
看
護
と
外
回
り
看
護
で
す
。

　

術
後
の
経
過
の
確
認
や
手
術
当

日
の
ご
意
見
等
を
伺
い
ま
す
。
頂

い
た
ご
意
見
等
は
他
患
者
に
も

し
っ
か
り
還
元
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

術
後
の
痛
み
や
他
症
状
に
つ
い

て
手
術
当
日
ま
た
は
翌
日
か
ら
術

後
３
日
目
ま
で
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い
、

痛
み
の
状
況
を
確
認
し
、
鎮
痛
剤

の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

目
に
看
護
師
が
病
室
を
訪
問

す
る
。

●
通
常
の
手
術
で
は
、
担
当
看

護
師
が
術
前
訪
問
や
術
前

情
報
を
元
に
話
し
合
い
を

行
う
。

●
高
リ
ス
ク
の
手
術
や
難
易
度

の
高
い
手
術
に
つ
い
て
は
手

術
日
よ
り
も
前
に
主
治
医
・

麻
酔
科
医
・
看
護
師
で
話
し

合
い
を
行
う
。

●
所
定
の
研
修
を
受
講
し
、
審

査
に
合
格
し
た
看
護
師
・
薬

剤
師
・
臨
床
工
学
技
士
・
麻

酔
科
医
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

術
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

術
後
疼
痛
管
理
チ
ー
ム

午前中の手術で使用する器械を準備し、手術室の環
境・物品などを整えます。
患者さんが入室するまでの時間で、手早く準備します。 
ＫＹＴの実施。

■術前訪問
■術後訪問

　手術室（オペ室）での業務は、病棟と比べて配属人数が少
ないだけに、同じ病院でもどんなことをしているのかあまり
詳しく知らない人も多いのではないでしょうか。
　当院の手術室は５つの勤務があります。基本的には日勤２
ですが、手術開始時間や症例数によって勤務を変更していま
す。以下に日勤２の業務内容を示しました。

担当手術患者の確認を行います。

術後疼痛管理チームが前日の手術
患者の痛みの状況を確認し、鎮痛剤
の調整を行います。

午前の手術が何時に終わるかによって、
休憩の時間帯も変わります。

翌日、手術を受ける予定の患者さんを訪れ、パンフレッ
トを用いて注意点や麻酔内容等の説明を行います。
また全身状態の確認を行い、不安なことがないか尋ね
ます。■終業

手術室看護師の一日

■始業

■手術中の器械出し
■外回り
■術後疼痛管理
チームラウンド

9：00

■手術中の器械出し
■外回り

13：00

16：00

17：00

8：30

早 出 （ 7：30 ～16：00）
日勤1 （ 8：00 ～16：30）
日勤2 （ 8：30 ～17：00）
日勤3 （ 9：30 ～18：00）
遅 出 （10：30 ～19：00）

勤務形態

担当手術の器械出し・外回りを担当。

※その日の手術内容で前日に
管理者が担当者を決定します。

担当手術の器械出し・外回りを担当。
※その日の手術内容で前日に
管理者が担当者を決定します。

■器械準備
■手術室作り

8：35

■休憩11：30

手
術
室
の
体
制

仕
事
内
容
に
つ
い
て

充
や
カ
ウ
ン
ト
、
記
録
や
環

境
整
備
な
ど
を
行
う
。

●
医
療
機
器
の
準
備
や
温
度
調

整
、
患
者
さ
ん
の
体
位
変
換

や
全
身
状
態
の
確
認
、
手
術

の
記
録
を
行
う
。

●
広
い
視
野
で
手
術
全
体
の
進

行
を
把
握
し
、
他
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
連
携
を
と
る
。
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少
し
ず
つ
平
常
の
生
活
が
戻
っ

て
き
つ
つ
あ
る
な
か
、６
月
27
日

（
火
）18
時
半
よ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
小
倉
に
お
い
て
会
場
開
催

と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
形
式
に
て
医
療
連
携
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
約
１

２
６
名
に
の
ぼ
り
、日
頃
、患
者
様

を
ご
紹
介
い
た
だ
く
な
ど
連
携
を

深
め
て
い
ま
す
。
連
携
会
は
関
係

者
と
当
院
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
交

流
と
勉
強
会
を
兼
ね
て
開
か
れ
た

も
の
で
、地
域
の
医
療
機
関
や
介
護

施
設
へ
の
情
報
発
信
、先
生
方
や
医

療
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
遠
山
副
院
長
が　

　
「
本
日
は
、当
院
の
医
療
連
携

会
に
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
小
文
字
病
院
が
門
司
へ
移
転

し
て
１５
年
。
当
時
か
ら
一
貫
し
て

目
指
し
た
の
は
、い
ま
困
っ
て
い
る

人
た
ち
を
い
ち
早
く
診
て
あ
げ
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
総
合
力
、機
動
力
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
大
切
で
、そ
の
集
大
成
が

救
急
医
療
だ
と
思
い
ま
す
。

　

救
急
医
療
と
い
う
の
は
、救
急
車

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、外
来
に
来

る
方
も
診
ま
す
し
、救
急
車
の
対
応

も
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
ど
の
よ
う

な
症
例
で
も
、診
ら
れ
る
も
の
は
全

て
診
る
と
い
う
の
が
病
院
の
方
針

で
す
。

　

そ
の
中
で
、皆
様
に
と
っ
て
の
大

事
な
患
者
様
を
預
か
る
う
え
で
、不

十
分
な
対
応
の
際
の
厳
し
い
ご
意

見
が
、ま
た
い
い
医
療
が
で
き
た
と

き
の
お
誉
め
の
言
葉
が
、私
た
ち
の

励
み
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
は
、若
い
ス
タ
ッ
フ
も
多

く
、行
き
届
か
ぬ
点
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、皆
様
の
大
事
な
患
者
様
方

を
丁
寧
に
診
な
が
ら
、急
性
期
病
院

と
し
て
、安
定
し
た
稼
働
を
先
生
方

に
お
願
い
し
、外
来
と
救
急
の
両
診

療
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、新
小
文
字
病
院
は
努
力
を
惜

し
ま
ず
、皆
様
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
け
る
よ
う
、頑
張
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
、い
ま
私
た
ち
が
目
指
し

て
い
る
医
療
の
４
演
題
と
看
護
部

と
医
療
技
術
部
か
ら
も
１
演
題
ず

つ
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
本
日
は
、日
頃
私
た
ち
が

行
っ
て
い
る
医
療
を
聞
い
て
い
た

だ
き
、是
非
と
も
皆
様
方
の
大
事
な

患
者
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」と
開
式

の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、血
管
外
科
兼
循
環
器
科

部
長
山
田
医
師
の『
当
院
で
治
療
可

能
な
血
管
疾
患
』に
続
い
て
、整
形

外
科
部
長
佐
藤
医
師
の『
ロ
ボ
ッ
ト

手
術
に
つ
い
て
』、次
に
内
分
泌
糖

尿
病
内
科
部
長
河
原
医
師
の『
臨
床

研
究
と
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン

症
に
つ
い
て
』、最
後
に
外
科
部
長

石
田
医
師
が『
肥
満
症
手
術
』に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
診
療
科
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　

次
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

が『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
』に
つ
い
て
、看

護
部
が『
R
R
S
チ
ー
ム
の
取
り
組

み
』に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、４
月
に
着
任
し
た
看
護
部
長

前
山
の
挨
拶
に
続
き
、新
任
医
師
紹

介
、新
研
修
医
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
宗
副
院
長
よ
り「
皆
様
大

変
お
忙
し
い
な
か
、ご
参
加
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
院
で
の
新
た
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、医
局
部
門
か
ら
は
４
題
、

新
た
な
血
管
外
科
の
立
ち
上
げ
と

世
界
的
な
研
究
、さ
ら
に
は
北
九
州

地
区
で
最
初
に
取
り
入
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
、そ
し
て
肥
満
症
に
対
す
る

胃
の
ス
リ
ー
ブ
手
術
と
い
っ
た
高

度
治
療
な
ど
を
。
ま
た
、看
護
部
、

リ
ハ
ビ
リ
科
か
ら
も
現
在
、力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
当
院
は
地
域
医
療
を
第

一
に
皆
様
と
手
を
繋
ぎ
な
が
ら
、急

性
期
医
療
を
支
え
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
、引
き
続
き
密
な
連
携

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
、入
院
・
退
院
支
援
看
護

師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
多
数

配
置
し
て
手
厚
い
フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、こ
の
方
針
は
堅
持
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、地

域
の
皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
閉
式
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面
で
会
う

機
会
が
減
っ
て
い
た
た
め
、今
回
は

会
場
に
参
加
し
た
方
々
と
の
名
刺

交
換
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
30
分

間
の
懇
親
会
が
開
か
れ
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

医
療
連
携
室

　

院 長

免許・資格

木村 英一

を
作
り
ま
し
た
。ス
タ
ッ
フ
一
同
で

定
期
的
な
研
修
を
行
い
、皆
さ
ま
が

通
院
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

常
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
に
よ
る
段

差
の
解
消
、土
足
仕
様
に
し
ま
し

た
。足
の
不
自
由
な
方
や
移
動
が
困

難
な
方
が
院
内
で
使
用
出
来
る
車

い
す
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。開
放

感
の
あ
る
吹
き
抜
け
の
待
合
室
、リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
検
査
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
色
彩
の
選
択
な
ど
緊
張

な
く
受
診
し
て
頂
け
る
様
な
院
内

環
境
に
し
て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
を
利
用
し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
内
容
、健
康
や
病
気
の
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
放
映
す
る
こ
と
で
、

気
に
な
る
症
状
や
検
査
が
あ
れ
ば
、

診
察
室
で
す
ぐ
に
相
談
出
来
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。　
　

　

現
金
の
み
で
な
く
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
行
え
る
自
動
精
算
機

の
導
入
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設
置
し
て
誰
で

　

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。当
院
は

新
小
文
字
病
院
か
ら
車
で
東
に
３

分
の
場
所
に
あ
る
内
科
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
す
。高
血
圧
・
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
、風
邪
・
感
染
性

腸
炎
な
ど
の
急
病
疾
患
、花
粉
症
・

喘
息
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
を

中
学
生
以
上
か
ら
診
療
し
て
お
り

ま
す
。健
康
診
断
や
予
防
接
種
、通

院
が
困
難
な
方
へ
の
訪
問
診
療
も

行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

父
が
開
業
し
て
45
年
が
経
過
し
、

6
月
26
日
か
ら
新
築
移
転
し
診
療

し
て
い
ま
す
。よ
り
親
し
み
や
す
さ

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、

「
き
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」へ
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。ま
た
、〝
笑

顔
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
で
、皆
さ
ま
の
幸
せ
の
芽
が
出

て
育
ち
、次
第
に
病
気
も
治
り
元
気

に
な
っ
て
頂
け
る
様
に
地
域
医
療

で
貢
献
し
て
い
く
〞
と
の
意
味
合

い
を
込
め
て
新
た
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

も
利
用
し
や
す
い
様
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
と
エ
ッ
ク
ス
線
装

置
・
エ
コ
ー
・
心
電
図
等
を
院
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
で
つ
な
げ
て
お
り
情
報
が
円

滑
に
運
ば
れ
る
た
め
、電
子
カ
ル
テ

内
で
患
者
さ
ま
と
結
果
を
共
有
し

な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。自
動
血

球
計
数
装
置
や
血
糖
分
析
装
置
を

導
入
し
て
お
り
数
分
程
度
で
採
血

結
果
が
出
る
た
め
、受
診
当
日
に
病

状
の
説
明
と
治
療
方
針
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
元
気
に
生
活
し
て
頂
く
た
め
に

は
健
康
寿
命
の
延
伸
が
必
要
で
す
。

当
院
で
は
特
定
健
診
等
を
利
用
し

た
身
体
の
チ
ェ
ッ
ク
と
必
要
に
応

じ
て
生
活
習
慣
の
見
直
し
の
提
案

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、未
然
に

病
気
を
防
ぐ
た
め
に
身
体
の
中
か

ら
健
康
と
美
し
さ
を
保
つ
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

きむら内科クリニック

・日本臨床内科医会認定医
・日本臨床栄養代謝学会認定医
・日本医学放射線学会専門医
・日本医師会 認定産業医
・日本医師会認定健康スポーツ医

「
き
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」が
新
築
移
転

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
〜

「
木
村
内
科
医
院
」か
ら「
き
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」へ
名
称
変
更

新
築
移
転
に
伴
う
、

新
た
な
思
い
、

意
気
込
み
に
つ
い
て

新
た
な
設
備
、

機
器
の
導
入
に
つ
い
て

地
域
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

かかりつけ
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ホームページ https://www.kimura-n-clinic.com/

至門司港鹿児島本線
JR 門司駅

典礼会館

黒船なべ家

木尾
歯科医院

新小文字
病院

不
老
通
り

至小倉

3

ゆめマート

門司駅前西原町別院 門司駅前東

柳
中
央
通
り

福岡銀行

別
院
通
り

門司駅前
バス停

高田調剤薬局

福岡ひびき
信用金庫

きむら内科
クリニック

診療科 内科

住 所 〒800-0031
 福岡県北九州市門司区高田1-7-1

TEL 093-381-1445

■ JR門司駅
  徒歩3分

アクセス ■ 西鉄バス
  門司駅前停留所 徒歩3分

■ 駐車場 あり（4台）

医 療
連携会

旧木村内科医院
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